
 

 

 

いじめ０宣言！を行いました。 
去る６月１７日（月）に、「いじめ０（ゼロ）宣言集会」を行いました。各学級でいじめの

ない学級をつくるためにそれぞれの学級で標語を作りました。どの標語もよく考えられていま

した。最後に以下のような宣言文を全校で読み上げました。 

「１ 私たちは『やめる勇気を持ちます』」「２ 私たちは『止める勇気を持ちます』」 

「３ 私たちは『話す勇気を持ちます』」「４ 私たちは『みとめる勇気を持ちます』」 

単に「いじめはダメ」では、どの行為が相手を傷つけてしまうのか、この標語が何を言ってい

るのか具体的に理解できないこともあります。日頃の何気ない会話や行動の中に乱暴な言葉や

態度が感じられましたら、一つ一つの場面を捉えて、お話しいただきますようお願いいたしま

す。また、現在では、ＳＮＳやオンラインゲーム上でのトラブルをよく耳にします。発見が難

しく、大変な誹謗中傷や言い争いになることもあります。これから長期の休みを迎えます。 

携帯電話やオンラインゲームの使用について今一度ご家庭

でお話しください。 

 いじめや人を傷つける行為はあってはならないことです。

もし、そんな思いをしていたら、すぐに相談してほしいと思

います。また、人を傷つけてしまった場合には、何がいけなか

ったのかを具体的に考えさせ、次に生かせるようにしていき

たいと思います。何卒、保護者の皆様の御理解と御協力を頂

きますようよろしくお願いいたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害が起きたときには 

 

先日の大雨の際には、下校時刻の変更に対応いただきありがとうございました。   

今後も地震、台風や降雪など様々な災害がいつ起こるとも限りません。学校で

は、災害時の対応や保護者の皆さんへの連絡は次のとおりとしますので、御理解

の上、御協力をお願いします。 

【台風や降雪等が予想されるとき】 

①あらかじめ予報等が出ている場合は、文書および連

絡メールで対応を知らせます。 

②大雨、降雪、雷など予想できず、急な場合は、連絡メ

ールで対応を知らせます。 

【震度５強以上の地震が発生したとき】 

道路や橋の損壊等が発生し、児童のみでの下校が危険となることが想定されま

すので、連絡メールによる知らせがなくても学校での引き渡しとなります。 
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大多喜小学校だより ８・９月の主な行事予定 
８月１３日（火）～１６日（金）学校閉庁日 

  ２６日（月）～２９日（木）部活動 詳しくは予定表で確認してください。 

９月 ２日（月）２学期始業式・避難訓練・給食開始 

４時間授業１３：４０下校 

  １９日（木）授業参観・家庭教育学級 

  ２６日（木）～２７日（金）５年宿泊体験学習（鴨川青少年自然の家） 

 

 

 

 １日（月） 教育事務所訪問、１円玉募金 
２日（火） あいさ２の日 
３日（水） 平常５時間日課、全校読書・読み聞かせ、水泳指導（４年） 

要請訪問（３年２組・６年）、ＡＬＴ（１・２・５・６年） 
４日（木） 水泳指導（６年・１年） 
５日（金） オープンスクール レッツ５読書の日 ＡＬＴ（３・４・５・６年） 
９日（火） 水泳指導（４年・３年・５年）、スクールカウンセラー来校 

１０日（水） 全校読書、読み聞かせ、クラブ活動、諸経費引き落とし 
       ＡＬＴ（１・２、５・６年） 
１１日（木） 平常５時間日課、地区児童会、水泳指導（２年）  
１２日（金） あいさ２の日、ＡＬＴ（３・４・５年）、６年校外学習 
１６日（火） 大掃除 
１７日（水） 全校読書、読み聞かせ、委員会、代表委員会 
１８日（木） 特別６時間日課 
１９日（金） ４時間授業 給食終了 １学期終業式 
２１日（日） 夏季休業開始～８月３１日（土） 
２２日（月） 保護者面談～２５日（木） 
       部活動～２５日（木） ※詳しくは予定表でご確認ください。 

 

《大多喜小学校 みんなの「あ」い言葉》 

 

あんぜん あいさつ あきらめない そして ありがとう 

 

ありがとう・・相手を大切にする言葉、相手に感謝する言葉 

 ある方が、学校で作業をされていた時に、児童から「ご苦労さま」で

はなく、「ありがとうございます」と言われたそうです。その作業の大

変さと、自分たちのために作業していただいていると、その児童は考え

たのではないでしょうか。そのように感謝する気持ちをもてることは素

晴らしいと思います。        

学校だより No４ 
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